
※開催時期は変更となる場合があります

　魔法の文学館は、「魔女の宅急便」の作者として知られる江戸川区ゆ
かりの児童文学作家・角野栄子さんの功績及び世界観を文化として継承
し、児童文学の素晴らしさを発信するとともに、来館者（特に子ども）に
本に親しんでもらう施設です。
　建物は、世界的にも有名な建築家の隈研吾さんの設計で、とても特徴
的です。館内は、角野さんのテーマカラーのいちご色で彩られています。
本を配架するライブラリー機能だけではなく、来館者が体験する展示機能
もあり、さらにはカフェ及びショップも併設されており、とても楽しい空間になっ
ています。ぜひお越しください。
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魔法の文学館がなぎさ公園にオープン！
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　えどがわ百景をより楽しん
でいただくため、エリア毎に
「えどがわ百景探訪マップ」を
作成しています。
　マップは各区民館やコミュ
ニティ会館などで配布してます。

　江戸川区では、まちの魅力
を更に高めるため「好きな
景観」や「気になる景観」を
募集し、平成22年に「えどが
わ百景」を選定しました。その
後見直しを行い、平成30年
4月より133の景観ポイントを
「えどがわ百景」として位置付けています。

　様 な々地域資源ネットワーク
で結び、途中に情報交流や
お休み処として徒歩の駅を
設定しています。手洗所や
ベンチがあります。

　江戸川区は、誰もが安心して暮らせる共生社会の実現
に向けて、SDGsに積極的に取り組んでいます。17あるゴー
ルの中で、えどがわ百景事業はNo.11「住み続けられるまち
づくりを」、探訪マップでまちあるき
をすることは、No.3「すべての人に
健康と福祉を」につながります。
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巨大な空母のように浮かぶ自然島で、中央に
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